
ぶ
こ
と
を
恐
れ
、
藩
主
の
名
を
汚
す
こ
と
を
恐
れ
た
結
果
、
『
解
禮

新
書
』
に
そ
の
名
を
連
ね
ず
、
「
自
序
」
の
翻
訳
に
加
わ
る
こ
と
を
断

念
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
文
の
翻
訳
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
な
が
ら

そ
の
名
を
遺
さ
ず
に
い
た
良
沢
は
、
「
自
序
」
の
翻
訳
に
加
わ
っ
て

も
そ
の
名
を
遣
す
結
果
に
は
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
。
ま

た
、
封
建
時
代
の
主
従
関
係
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
『
蘭

学
事
始
』
に
も
載
せ
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
名
古
屋
大
学
医
学
部
解
剖
学
第
一
講
座
）

『
陰
陽
脈
死
候
』
は
『
十
一
脈
灸
経
』
と
と
も
に
、
近
年
、
馬
王

堆
か
ら
出
土
し
た
医
書
で
あ
る
。
発
見
以
来
、
『
十
一
脈
灸
経
』
の

研
究
は
か
な
り
の
成
果
を
あ
げ
た
が
、
″
本
書
の
研
究
は
あ
ま
り
進
ん

で
い
な
い
。
本
書
は
死
相
を
経
脈
説
で
論
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
書
に
よ
っ
て
、
死
相
を
診
る
こ
と
の
意
義
を
知
り
得
る
ば

か
り
で
な
く
、
当
時
（
先
秦
時
代
ｌ
前
漢
初
期
）
の
経
脈
説
を
よ
り
深

く
理
解
で
き
る
と
考
え
、
演
者
は
本
研
究
を
行
っ
た
。
本
書
の
内
容

は
、
ち
ょ
う
ど
『
十
一
脈
灸
経
」
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
「
霊
枢
』

「
経
脈
」
篇
に
発
展
的
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
経

脈
」
篇
と
の
比
較
を
中
心
に
、
本
研
究
を
進
め
る
。

本
書
の
前
半
部
は
三
陰
三
陽
経
の
体
系
で
構
成
さ
れ
、
次
の
記
述

が
み
ら
れ
る
。
「
三
陽
：
…
唯
折
骨
（
裂
）
層
一
死
。
三
陰
、
（
腐

臓
燗
）
腸
而
主
殺
」
。
こ
れ
と
同
類
の
文
が
『
足
臂
十
一
脈
灸
経
』

の
中
に
も
あ
り
、
「
陽
病
、
折
骨
絶
筋
而
無
陰
病
、
不
死
」
と
あ

馬
王
堆
出
土
『
陰
陽
脈
死
候
』
の
研
究

遠
藤
次

郎
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る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
次
の
こ
と
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
「
陽
経
は
皮
層
や
筋
肉
な
ど
の
形
態
を
つ
か
さ
ど
り
、
陰
経
は

臓
脈
な
ど
の
体
内
を
つ
か
さ
ど
る
。
骨
折
は
骨
髄
中
の
精
気
の
虚
損

を
意
味
し
、
形
体
の
病
の
中
で
も
重
病
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、

形
体
に
精
気
を
灌
慨
す
る
役
割
を
持
つ
臓
脈
ま
で
も
が
病
ん
だ
時
、

病
は
さ
ら
に
重
く
、
死
に
つ
な
が
る
」
。
前
半
部
の
こ
の
記
述
は
後

半
部
の
総
説
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

本
書
の
後
半
部
に
は
、
「
五
死
」
Ｉ
「
（
ィ
）
唇
が
そ
り
返
っ
て

人
中
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
よ
う
な
人
は
、
（
ロ
）
肉
か
ら
（
ｃ
先

ず
死
ぬ
」
と
い
っ
た
五
つ
の
条
文
Ｉ
が
述
へ
ら
れ
て
い
る
。
以

下
、
イ
ー
ハ
を
各
項
目
別
に
検
討
す
る
。

○
「
先
ず
死
ぬ
」
と
い
う
意
味
を
理
解
す
る
の
に
「
経
脈
」
篇
の

記
述
が
参
考
に
な
る
。
即
ち
、
本
書
に
述
べ
ら
れ
た
「
五
死
」
を
、

「
経
脈
」
篇
で
は
五
臓
に
対
応
し
た
五
陰
経
の
「
気
絶
」
と
し
て
捉

え
て
い
る
。
「
経
脈
」
篇
の
見
方
と
本
書
の
前
半
部
を
参
考
に
す
る

と
、
「
先
ず
死
ぬ
」
は
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
。
五
臓
の
精
気
は

四
肢
末
端
か
ら
五
陰
経
を
通
っ
て
上
向
し
、
体
の
上
部
で
尽
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
精
気
の
虚
脱
の
症
状
は
上
部
か
ら
下
部
に
向
け
て
起

こ
り
、
死
候
は
先
ず
顔
面
に
現
れ
る
。

○
「
肉
か
ら
先
ず
死
ぬ
」
の
肉
に
当
る
部
分
を
「
五
死
」
か
ら
抜

き
出
し
て
み
る
と
、
気
、
血
、
筋
、
肉
、
骨
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
古

典
に
広
く
み
ら
れ
る
五
臓
の
つ
か
さ
ど
る
形
体
（
皮
毛
、
脈
、
筋
、

肉
、
骨
）
に
呼
応
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
「
先
ず
死
ぬ
」
と
い
う
記

述
は
、
形
体
か
ら
死
に
始
め
、
徐
庵
に
内
に
向
か
い
、
五
臓
の
死
に

ま
で
至
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
外
か
ら
内
に
死
候
が
向
か

う
と
す
る
見
方
は
、
前
述
し
た
上
か
ら
下
に
死
候
が
向
か
う
と
す
る

見
方
と
同
じ
考
え
に
由
来
し
て
い
る
。

○
「
五
死
」
の
う
ち
で
、
「
唇
が
そ
り
返
っ
て
．
：
・
・
・
」
等
の
顔
面

部
の
死
候
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
、
唇
、
歯
、
舌
、
目
、
汗
で
あ

り
、
こ
れ
ら
は
九
窓
お
よ
び
汗
空
に
該
当
し
て
い
る
。
九
巖
お
よ
び

汗
空
は
外
界
か
ら
天
の
気
や
地
の
気
を
体
内
に
導
入
し
、
こ
れ
と
五

臓
の
精
気
と
を
交
流
せ
し
め
る
部
位
と
さ
れ
て
い
る
（
『
管
子
』
「
水

地
」
な
ど
）
。
し
た
が
っ
て
、
死
ぬ
時
に
は
、
体
内
に
存
在
し
た
天
地

の
精
気
は
五
臓
の
精
気
か
ら
解
放
さ
れ
、
九
窓
を
通
っ
て
、
外
界
に

戻
る
（
『
素
問
』
「
六
節
蔵
象
論
」
な
ど
）
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
慮
す

る
と
、
顔
面
部
で
死
候
を
診
る
理
由
と
し
て
、
五
臓
の
精
気
の
虚
脱

が
最
初
に
顔
面
部
に
現
れ
る
か
ら
と
い
う
前
述
し
た
点
だ
け
で
な

く
、
死
と
と
も
に
天
の
精
気
が
上
窪
か
ら
抜
け
出
す
か
ら
と
い
う
点
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
書
の
後
半
部
は
『
十
一
脈
灸
経
』
と
同
じ

六
陽
五
陰
の
経
脈
説
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
経
脈
」

「
五
死
」
の
気
、
血
、
筋
、
肉
、
骨
は
「
経
脈
」
篇
の
六
陽
経
の

つ
か
さ
ど
る
部
位
（
液
、
津
、
気
、
筋
、
血
、
骨
）
に
近
似
し
て
い
る

（
殊
に
、
「
気
」
を
精
気
の
意
味
に
用
い
る
点
が
共
通
し
て
い
る
）
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
本
書
の
後
半
部
で
は
陽
経
を
六
陽
と
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

見
方
に
因
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
死
相
を
診
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

次
に
、
本
書
の
経
脈
説
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
書
は
前
半
部
で

は
三
陰
三
陽
説
を
述
べ
な
が
ら
、
後
半
部
で
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う

に
、
五
陰
経
や
五
臓
で
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
五
臓
論
は
五

行
説
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
次
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
即
ち
、
死

候
の
記
載
順
を
桑
る
と
、
肉
、
骨
、
気
、
血
、
筋
で
あ
り
、
こ
れ
ら

を
五
臓
と
五
行
に
書
き
直
し
て
み
る
と
、
脾
（
土
）
、
腎
（
水
）
、
肺

（
金
）
、
心
（
火
）
、
肝
（
木
）
と
な
る
。
こ
の
順
序
は
木
火
金
水
土
と

い
う
五
行
の
配
列
を
逆
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
捉
え
方

は
、
死
ぬ
時
に
は
五
臓
の
精
気
の
運
行
が
五
行
を
逆
向
す
る
と
い
う

篇
の
「
五
陰
の
気
絶
」
と
「
六
陽
の
気
絶
」
の
記
述
も
こ
の
推
定
を

支
持
し
て
い
る
。

『
十
一
脈
灸
経
』
の
研
究
結
果
か
ら
、
当
時
の
経
脈
説
の
中
に
五

臓
論
や
五
行
説
は
な
い
と
い
う
見
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、

演
者
は
、
本
研
究
の
結
果
か
ら
、
五
臓
論
や
五
行
説
に
基
づ
い
た
経

脈
説
が
当
時
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。

（
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
）
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